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第第第第２２２２四半期四半期四半期四半期累計期間累計期間累計期間累計期間の業績予想と実績との差異の業績予想と実績との差異の業績予想と実績との差異の業績予想と実績との差異に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ 

 

平成26年５月13日に公表しました平成26年 12月期（平成26年１月１日～平成26年 12月 31日）の第２

四半期連結累計期間の業績予想と本日公表の平成26年12月期第2四半期連結累計期間の実績、及び平成26

年２月18日に公表しました平成26年 12月期（平成26年１月１日～平成26年 12月 31日）の第２四半期累

計期間の業績予想と本日公表の平成26年 12月期第2四半期累計期間の実績とに差異が生じましたので、下記

の通りお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成26年 12月期第２四半期（累計）の連結業績予想数値と実績との差異 

（平成26年１月１日～平成26年６月30日） 

（単位：百万円） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
1,384 3 3 3 2.44 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 
480 △50 △50 △48 △28.76 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 
△903 △53 △53 △51 △31.20 

増  減  率 （  ％  ） 
△65.26 ― ― ― ― 

（参考）前期第２四半期実績 

（平成25年12月期第２四半期） 

410 △50 △52 △67 △45.48 

（注）平成26年１月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。第22期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 
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第２四半期累計期間差異の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、第１四半期から戸建住宅・集合住宅等、幅広い顧客層

向けに太陽光発電装置の販売・設置事業を拡大してまいりましたが、契約数は伸びたものの工事の遅れによ

り完工が第３四半期となってしまったため、当第２四半期連結累計期間に売上・利益を計上できませんでし

た。さらに、当第２四半期連結累計期間に見込んでいた不良債権不動産の売買案件が遅れ、契約が第３四半

期になってしまいました。この結果、売上高、営業利益、経常利益および四半期純利益は全て予想を下回る

こととなりました。 

尚、太陽光発電装置の工事の遅れは第３四半期に解消されること、遅れていた不良債権不動産の売買案件

は第３四半期に契約締結予定であることなどから、平成26年 12月期通期連結業績予想につきましては変更

ありません。 

 

 

2．平成26年 12月期第２四半期（累計）の業績予想数値と実績との差異 

（平成26年１月１日～平成26年６月30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
45 0 0 2.44 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 
45 △6 △3 △28.76 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 
0 △6 △3 ― 

増  減  率 （  ％  ） 
1.74 ― ― ― 

（注）平成26年１月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。第22期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

 

第２四半期累計期間差異の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、管理部門の充実に係る投資費用が発生し、その結果、

経常利益および四半期純利益は予想を下回ることとなりました。 

尚、管理部門は充実し、今後新たな投資費用はかからないと考えられることから、平成26年 12月期通期

業績予想につきましては変更ありません。 

 

 

 

以 上 


